
大阪府立箕面東高等学校 令和７年度 第１回学校運営協議会 議事録 

校名 大阪府立箕面東高等学校 

校長名 末永 惣彦 

 

開催日時 
 令和７年７月１７日（木）16:00～17:15 

 

開催場所 箕面東高等学校 校長室 

出席者（委員） 伊東委員、篠崎委員、永井委員、福田委員、島本委員、須貝委員 

出席者（学校） 
末永校長、川上教頭、大辻教頭、宮守首席、山田首席、藤井教諭 

今岡教諭、小野教諭、下村教諭 

傍聴者 なし 

協議資料 

１．学校運営協議会実施要項 

２．韓国スタディツアー報告 

３．令和６年度進路実績一覧 

４．出張授業チラシ 

５．高等学校 DX 加速化推進事業[DX ハイスクール]関係資料 

６．令和７年度学校経営計画 

７．令和８年度使用教科書一覧表 

備考  

 

＊本校教員の発言  

＠委員の方の発言  

議題等(次第順) 

【校長挨拶】（末永） 

・府立高等学校の入試改革について（7 月 24 日教育委員会会議で決定予定） 

① ３年後(令和１０年度)より実施。 

② 特別入試と一般入試を一本化して３月１日前後に実施。 

③ 複数校志願制度の導入。 

④ 合格者決定の第一手順としてアドミッションポリシーで判断する。 

 

・エンパワメントスクールの改革  

① カリキュラムや評価についての改善を検討 

 

・教育長来校 

① ５時間目の授業見学 



「眠たい時間なのに生徒が起きていた」「先生たちの工夫もあり、生徒が前向きに取り組

んでいた」と感想を述べられた。 

＠見学は何の授業であったか？ 

＊１年理科、３年理科、３年倫理 

 ３年倫理はクロームブックの共同編集にて意見を出し合う授業 教育長は「こういう

授業を求めている」と発言された。 

 

【報告事項】 

１．箕面東高校の近況報告（宮守） 

・部活動について 

   本校の野球部員は４名で連合チームを北摂つばさ、福井、茨木工科、箕面東の４校で

組んでいる。今夏選手権大会、現在４回戦（ベスト 32）進出中。また、現在、美術部

が高校展に向けて作品作りをしていたり、書道部の書を玄関に掲示したりしており、少

ない人数でも各部がんばって活動している。 

 

・国際交流について 

   今年度も 3 月に韓国スタディツアー企画中。府教育庁より英語圏での姉妹校締結及

び姉妹校交流の指示があり、来年度以降は別の国へのスタディーツアーになる可能性

あり。 

 

・出前授業(中学校への出張授業) 

   昨年までは教員が中学校を訪問して口頭で箕面東の PR を行っていたが、今年は中学

生を対象とした出前授業を積極的に行うこととした。 

＠(出前授業について)とても新鮮だった。楽しんでいました。 

＊「秋に出前授業をお願いします」といった連絡もあり反響が多い。このような形で箕

面東の魅力を届けていきたい。 

 

２．令和６年度の進路実績について（大辻） 

「やるやん！ 箕面東」は今年のキャッチフレーズで内外に発信していきたい。 

進路の傾向は例年とほとんど変化がなく、進学した生徒が約 50％（大学短大約 30％、専

門学校約 20％）、就職が約 40％であった。進学就職ともに希望生徒は 100％進路先を決

定している。 

昨年度は、障がいのある生徒が就労移行支援事業所等へ入所した。また障がい者枠で就

職した生徒もおり、近年このようなニーズが増加傾向である。 

 

３．高等学校 DX 加速化推進事業[DX ハイスクール]について（藤井） 



第２期のＤＸ推進事業（令和７年度）を獲得した。 

今年度は、Web カメラ、スピーカー、オートトラッキングカメラを購入して会議室の

システムを補完する予定。これにより、オンライン授業配信や国際交流、総合的な探究の

時間などで活用する。ノート PC を 25 台購入し第 2LAN 教室で活用予定。また、連携し

ている大学の先生を講師として ICT 関係の研修を行う予定。 

＠大学ではソフトの更新に費用がかかり、PC 教室を減らして学内ＬＡＮを強化し、学生

の個人端末を活用できるようにしている。 

＊クロームブックがあるため、LAN 教室はいらないだろうという府教育庁の判断。 

＊府では新型コロナウイルス蔓延時に１人１台端末を導入。2023 年に府の予算で特別教

室も含めた全ての教室にアクセスポイントを設置。 

＊会議室には同窓会の協力を得て、今夏エアコンを設置予定。 

 

【協議事項】 

１．令和７年度学校経営計画について（末永） 

（１）昨年度との変更点 

・「体育祭・文化祭などが活発である」の肯定率を 80％以上に設定。 

・不登校生徒 20％以下に設定。 

・中学校への出前授業を 10 回以上に設定。 

 

（２）韓国スタディツアーの継続実施 

  ・昨年度は和泉総合高校、西成高校、箕面東の３校で実施。今年は和泉総合と２校で実

施予定。 

・次年度、府教育庁の指示により、韓国以外の国の高校と姉妹校締結予定。 

・本校の授業では「韓国語入門」を選択でき、韓国に興味のある生徒がいる。今後、韓

国以外の国へのスタディーツアーに参加希望があるかどうかは未知数。 

 

２．教科書選定（今岡） 

  ・副読本は 12 月に選定のため別途進める。 

  ・各教科で「わかりやすいもの、よりよいもの」を生徒に使ってもらうことを観点とし

ている。 

  ・文科省および、府教委から認定された教科書である。 

＠新入生の定員割れについて 

＊本校がすぐに再編整備の対象となるわけではない。すべての府立高校の在り方につい

て教育庁で検討していると聞いている。 

箕面東を選んでくれた生徒が、箕面東で卒業できるように引っぱっていきたい。 

＠新入生の志望動機について調査をして広報につなげてほしい。 



＠不登校や支援を要する生徒を受け入れてくれる高校を求めている生徒・保護者は多い。 

＠姉妹校は英語圏という縛りがあるのか？ 

＊英語教育の一環であるため、原則、英語圏の国と姉妹校締結が必要。現在、授業で英語

学習アプリ「BASE in OSAKA」を活用している。 

＠韓国のスタディツアーではどのようなプログラムの評判が良かったか？ 

＊ヘウォン女子高校の交流、現地の大学生との交流は喜んでいた。 

＠エンパワメントスクールのような、１年次に必履修科目の設定のない学校は珍しい。次

にカリキュラムを更新する際には、府教育庁に何らかの態度を示すほうがよいと考える。 

＊府教育庁では、東京都のエンカレッジスクールのカリキュラムを参考に検討していく

とのこと。 

【その他】 

＠障がいのある生徒が多く在籍することや、ボランティアなどに力を入れていることな

どで、箕面東高校の評価は高い。姉妹校締結に関して、箕面市はニュージーランドのハッ

ト市と提携しているため活用できる。 

＠箕面東高校から転学する生徒の行先は？ 

＊私学の通信制高校への転学が多い。 

＠箕面東のデュアルシステムは学校のアピールポイントになるのではないか。 

＠子どもがデュアルを受講した。貴重な体験ができたと言っている。クラブ活動の人数が

少ないことは危惧される。PTA では同じような悩みを抱えている保護者がいて支えにな

った。 

＊貴重なご意見ありがとうございます。一つひとつ真摯に考えていきます。 

 

 


